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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における経済環境は、原油や金属材料などの価額の高騰に

加え、円安の進行により、国内市場が厳しい状況となりました。

当社グループが属する業界においても、鋼材など当社製品の製造に必須な原材料の流

通価格が上昇し、加えて需要構造の変化や価格競争の更なる激化が予想され、今後とも

厳しい経営環境が続くと思われます。

こうした状況の下、当社グループでは、医療や産業用備品の安定供給を担う社会的な

インフラとしての役割を強く認識し、生産現場のソーシャルディスタンスの確保や事業

所内の感染拡大防止策を講じながら、製造販売を継続いたしました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、6,656,174 千円（前年同四半期比
7.5％増）、営業利益は 123,448千円（前年同四半期比 71.8％減）、経常利益は 172,351千
円（前年同四半期比 66.5%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 67,846 千円（前
年同四半期比 69.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて 2.0％減少し、10,804,110 千円となりました。
これは主に、受取手形及び売掛金が 453,283千円減少したことによります。
固定資産は、前連結会計年度末に比べて 3.1％減少し、4,834,233 千円となりました。
これは主に、減価償却等によって建物及び構築物が81,738千円減少したことによります。
この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて 2.3％減少し、15,638,343千円となり
ました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて 10.8％減少し、3,434,095 千円となりました。
これは主に、借入金が 450,000千円減少したことによります。
固定負債は、前連結会計年度末に比べて 1.2％増加し、1,195,505 千円となりました。
これは主に、役員退職慰労引当金が 85,962千円増加したことによります。
この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて 8.0％減少しし、4,629,600 千円と
なりました。 

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 0.3％増加し、11,008,742 千円となりました。
これは主に、為替換算調整勘定が 119,258千円増加したことによります。
この結果、自己資本比率は 70.4％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第 3四半期連結累計期間の業績を踏まえ、2021年 11月９日に公表した 2022年 3月
期通期の連結予想を修正しております。詳細は、本日に開示しております『通期業績予

想の修正に関するお知らせ』をご覧ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示等 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年 3月 31 日。以下「収

益認識会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束

した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受

け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。  

なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第 98 項に定める代替的な取扱いを

適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が

顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識し

ております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定

める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな

会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期連結会計期間の期首の

利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第 86 項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首

より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新

たな会計方針を遡及適用しておりません。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。また、

利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年７月４日。以下「時

価算定会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価

算定会計基準第 19 項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号 2019

年７月４日）第 44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期

連結財務諸表に与える影響はありません。 

（４）追加情報 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り 

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定について、当第３四半期連結累計期間に

おいて、重要な変更はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当第３四半期連結累計期間（自 2021 年４月１日 至 2021 年 12 月 31 日） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

    当第３四半期連結累計期間（自 2021 年４月１日 至 2021 年 12 月 31 日） 

該当事項はありません。 
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